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第
44
回
通
常
総
代
会

提
出
議
案

　令和５年３月２８日、第４４回通常総代会を「とりぎん文化会館」で開催しました。
　当日は、現在総代数２１４名のうち、本人出席７０名、書面議決８９名、委任状６名、合計１６５名の出席を得て、
第１号議案「令和４年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、注記表、付属明細書の承認について」
から第６号議案「役員の選任について」まで、いずれも原案どおり可決・承認されました。

第
1
号
議
案

　

�

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
、
附
属
明
細
書

の
承
認
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
額
の
決
定

に
つ
い
て

第
4
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
中
の
借
入

金
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て

第
5
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
余
裕
金
預

入
先
金
融
機
関
の
決
定

に
つ
い
て

第
6
号
議
案

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

そ
の
他

　

�

株
式
会
社
東
部
林
業
の

経
営
報
告
に
つ
い
て

令和５年度  第44回通常総代会を開催

嶋沢組合長の開会のあいさつ



令
和
５
年
度 

鳥
取
県
東
部
森
林
組
合 

第
44
回
通
常
総
代
会

あ
い
さ
つ
要
旨（
令
和
5
年
3
月
28
日
）

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
組
合
長    

嶋嶋  

沢　

和

沢　

和  

幸幸

 

１ 

は
じ
め
に

　

本
日
は
、
総
代
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
令
和
５
年

度
第
44
回
通
常
総
代
会
に
出
席
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
組
合
事
業
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
、
日
頃
か
ら
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

２ 

森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況

　

今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
達

成
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
国
産
材
へ
の
転
換
・

国
産
材
の
増
産
・
安
定
供
給
な
ど
森
林
・
林
業
に
対
し
て

期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
今
、
半
分
以
上

が
50
年
生
を
超
え
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
資
源
を
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
循
環
型
林
業
（
主
伐
・
再
造
林
）

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
組
合
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
搬
出
間
伐
に
加
え
、
主

伐
・
再
造
林
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
主
伐
・
再
造
林
で
は
、
花
粉
の
多
い
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
を
伐
っ
て
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
な
ど
の
苗
木
を
植
え

て
お
り
、
花
粉
症
対
策
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

 

３ 

令
和
４
年
度
事
業
実
績

　

主
伐
・
再
造
林
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
令
和

４
年
度
の
素
材
生
産
量
は
10
年
前
の
約
８
・
２
倍
と
な
る

47
千
㎥
、
再
造
林
面
積
は
39 

ha
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
搬
出
間
伐
事
業
で
の
組

合
員
皆
様
へ
の
利
益
還
元（
返
金
）額
は
約
26
百
万
円（
１

ha
あ
た
り
約
18
万
円
）、
主
伐
・
再
造
林
事
で
の
組
合
員

皆
様
へ
の
利
益
還
元
（
返
金
）
額
は
約
27
百
万
円
（
１
ha

あ
た
り
約
80
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
総
事
業
取
扱
高
は
10
年
前
の
約
２
・
３

倍
と
な
る
１
，４
６
０
百
万
円
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更

新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
業
の
儲
け
で
あ
る
事
業
利
益
も

前
年
度
と
同
程
度
の
約
21
百
万
円
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
素
材
生
産
量
と
再
造
林
面
積
、
総
事
業

取
扱
高
が
大
き
く
増
加

し
、
過
去
最
高
を
更
新
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
組
合

員
皆
様
の
御
支
援
・
御
協

力
と
職
員
・
現
場
技
能
員

の
功
績
が
大
き
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
４ 
令
和
５
年
度

　
　
　

  
事
業
計
画

　

組
合
員
皆
様
の
更
な

る
御
支
援
・
御
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
主
伐
・

再
造
林
事
業
を
中
心
と

し
た
事
業
の
拡
大
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

具
体
的
な
数
値
目
標
と

し
て
、
大
き
な
節
目
と

な
る
素
材
生
産
量
５
万
㎥
、

総
事
業
取
扱
高
15
億
円
の

達
成
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

５ 

結
び
に

　

今
後
と
も
「
事
業
利
用
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
組
合

員
皆
様
へ
、
よ
り
多
く
の
利
益
還
元
（
返
金
）」、「
組
合

事
業
の
担
い
手
で
あ
る
職
員
・
技
能
員
の
労
働
環
境
の
更

な
る
改
善
」、「
組
合
の
経
営
基
盤
の
更
な
る
強
化
」
を
基

本
方
針
と
し
て
、
組
合
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
組
合

員
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和４年度貸借対照表　　　　　　　　　　（千円）

科目 金額 科目 金額

流
動
資
産

現金 95

流
動
負
債

買掛金 187
預金 246,117 未払金 71,594
売掛金 76 未払金法人税等 8,380
棚卸資産 2,106 前受金 40,188
前払費用 57,137 預り金 16,547
未収金 195,215 仮受金 544
貸倒引当金 △ 1,217 流動負債計 137,440
前渡金 4,664 固

定
負
債

退職給付引当金 68,931
差入保証金 100
仮払金 5,168
雑資産 10 固定負債計 68,931

流動資産計 509,471 負債合計 206,371

固
定
資
産

建物 74,846

純
資
産

出資金 113,792
建物付属設備 5,108 法定準備金 116,800
構築物 4,300 損失補てん積立金 50,000
機械装置 23,836 高性能林業機械積立金 192,000
車輌運搬具 0 技能員作業場兼組合倉庫等整備積立金 50,000
工器具備品 2,774 当期剰余金 16,662
土地 59,089 前期繰越剰余金 2,666
森林 2,112 資本準備金 1,825
ソフトウェア 953
外部出資 21,320
差入敷金 340
貸倒引当金 △ 2
農林年金長期前納負担金 34,601
退職給与積立金 11,368

固定資産計 240,645 純資産合計 543,745
資産合計 750,116 負債・純資産合計 750,116

東部森林組合だより　令和５年６月号　No.104［2］



（ 令 和 ４ 年 度 ） 損 益 計 算 書（ 取 扱 高 ）　（千円）

科　目 金　額 備　考
事業総損益
収益 1,458,405
費用 1,377,694 ②
事業総利益 80,711 ③ =①ー②
事業管理費 59,902 ④
事業利益 20,809 ⑤ =③－④
事業外損益
事業外収益 3,531 ⑥
事業外費用 2,774 ⑦
事業外損益 757 ⑧ =⑥－⑦
経常利益 21,566 ⑨ =⑤＋⑧
特別損益
特別利益 11,699 ⑩
特別損失 9,886 ⑪
特別損益 1,813 ⑫ =⑩－⑪
税引前当期利益 23,379 ⑬ =⑨＋⑫
法人税及び住民税 6,717 ⑭
当期剰余金 16,662 ⑮ =⑬－⑭
前期繰越剰余金 2,666 ⑯
当期未処分剰余金 19,328 ⑮＋⑯

剰 余 金 処 分 案 　 　 　 　 　（千円）
適　　用 内　訳 小　計 合　計

Ⅰ当期未処分剰余金 19,328
　１当期剰余金 16,662
　２前期繰越剰余金 2,666
Ⅱ剰余金処分額
　１法定準備金
　２任意積立金
　　①高性能林業
　　　機械等積立金
　　②技能員作業場 兼
　　　組合倉庫等整備積立金

3,000

10,000

3,400
13,000

16,400

Ⅲ次期繰越剰余金 2,928

令和４年度
事業実績

(総事業取扱高)

令和５年度
事業計画

(総事業取扱高)販売部門
553,110

森林整備部門
906,800

森林整備部門
905,295

販売部門
595,000

指導部門  ０ 指導部門  ０

単位：千円

1,501,800
総事業取扱高

1,458,405
総事業取扱高

（千円） （千円）

販売部門
553,110

森林整備部門
906,800

森林整備部門
905,295

販売部門
595,000

指導部門  ０ 指導部門  ０

単位：千円

1,501,800
総事業取扱高

1,458,405
総事業取扱高

（千円） （千円）

事　業　名 令和４年度
実績 (A)

令和５年度
計画 (B)

前年度対比(%)
(B)/(A)

植
栽

再造林 (ha) 39 56 144%

松くい虫被害跡地整備 (ha) 12 5 42%

竹林整備 (ha) 10 13 130%

センダン (ha) 3 6 200%

計 64 80 125%

素
材
生
産

主伐
(皆伐 )

面積 (ha) 43 60 140%

材積 (㎥ ) 28,704 35,000 122%

搬出
間伐

面積 (ha) 218 185 85%

材積 (㎥ ) 17,812 15,000 84%

計
面積 (ha) 261 245 94%

材積 (㎥ ) 46,516 50,000 107%

令和５年度の主要事業の数値目標

１　高性能林業機械等積立金
（１）積立目的　 �当組合の所有する高性能林業機械等の将来において更

新・修繕等に備えるため。
（２）積立目標額 250,000,000円
（３）積立基準　 �毎事業年度の剰余金処分において、高性能林業機械等

に必要な経費に充当する額を積立てる。
（４）取崩基準　 �高性能林業機械等の更新・修繕等により決算に重要な

影響を与える年度において取崩す。

２　技能員作業場　兼　組合倉庫等整備積立金
（１）積立目的　 �技能員がチェーンソーや刈払機の保守点検・修繕等を行う場と組合の倉庫・書庫等を兼ねた施設の整備に備えるため。
（２）積立目標額 60,000,000円
（３）積立基準　 �毎事業年度の剰余金処分において、必要な費用に充当する額を積立てる。
（４）取崩基準　 �技能員作業場　兼　組合倉庫等の整備により、決算に重要な影響を与える年度において取崩す。

 ［3］東部森林組合だより　令和５年６月号　No.104



今
年
の
３
月
29
日
の
総
代
会
及
び
4
月
3
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
常

務
理
事
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
35
年
間
勤
務
し
た
鳥
取
県
庁
在
職
中
に
、
県
産
材
の
生
産
・
利

用
の
拡
大
を
担
当
す
る
県
産
材
・
林
産
振
興
課
長
、
中
部
・
日
野
地
域
の

生
産
現
場
に
近
い
事
務
所
、
さ
ら
に
は
林
業
試
験
場
に
お
い
て
、
林
道
・

作
業
道
の
整
備
、
間
伐
材
の
搬
出
、
林
業
に
携
わ
る
技
能
員
の
研
修
支
援

な
ど
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
培
っ
た
知
識
・
技
能
・
人
脈
を
活
か
し
て
、
東
部
森
林
組

合
の
令
和
5
年
度
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
「
素
材
生
産
量
５
万
㎥
」「
総

事
業
取
扱
高
15
億
円
」
の
達
成
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
す
。

近
年
、
S
D
G
ｓ
を
き
っ
か
け
に
、
環
境
問
題
が
さ
ら
に
注
目
を
集
め
、

森
林
・
林
業
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
入
り
、

岸
田
総
理
が
花
粉
症
対
策
に
関
す
る
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
①
ス
ギ
伐
採

な
ど
の
発
生
源
対
策
②
花
粉
の
飛
散
対
策
③
花
粉
症
の
発
症
対
策
の
「
対

策
３
本
柱
」
の
速
や
か
な
実
行
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
動
き
に
先
立

ち
県
内
で
は
、
花
粉
量
が
少
な
く
成
長
が
良
い
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
が
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
部
森
林
組
合
は
県
内
で
い
ち
早
く
「
主
伐
・
再
造
林
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
森
林
組
合
で
す
。
主
伐
・
再
造
林
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
の
拡

大
と
組
合
員
皆
様
へ
の
利
益
還
元
の
増
大
に
向
け
て
、
職
員
・
技
能
員
と

一
丸
と
な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
組
合
事
業
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
、

御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
5
年
3
月
12
日
に
鳥
取
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
の

北
側
隣
接
地
に
あ
る
「
海
潮
音
の
森
」
に
お
い
て
、「
と

っ
と
り
共
生
の
森
」
森
林
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
、

㈱
新
日
本
海
新
聞
社
・
日
本
海
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
の
職
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
約
80
名
と
一
緒
に
、
松

く
い
虫
被
害
に
強
い
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
２
７
０

本
を
植
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
㈱
新
日
本
海
新
聞
社
・
日
本
海
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
の
職
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
に
加
え
、

「
鳥
取
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
3
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
ラ
ン
ナ

ー
な
ど
総
勢
76
名
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
樹
高
30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
苗
木
で
す
が
、
今
後
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
切
に
育
て
な
が
ら
、
飛
砂
や
風
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
森
林
に
な
る
よ
う
、
見
守
っ
て
い
き

ま
す
。

〈
文
責
：
整
備
課
課
長
補
佐　

田
中
優
一
〉

令
和
5
年
3
月
20
日
、

鳥
取
市
香
取
地
内
の

荒
廃
農
地
（
面
積
0
・

17 

ha
）
に
お
い
て
、
4

回
目
と
な
る
福
岡
・
大

川
家
具
工
業
会
と
セ
ン
ダ
ン
の
協
働
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
、
福
岡
・
大
川
家
具
工
業
会
か
ら
4
名

が
来
県
さ
れ
、
今
回
は
通
販
事
業
大
手
の
㈱
デ

ィ
ノ
ス
か
ら
も
2
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
組
合
か
ら
は
嶋
沢
組
合
長
、
地
元
選
出
の
森

本
理
事
ほ
か
職
員
7
名
が
参
加
し
、
総
勢
15
名

で
苗
木
約
50
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

今
回
植
樹
し
た
セ
ン
ダ
ン
も
、
今
ま
で
組
合

管
内
で
植
樹
し
た
セ
ン
ダ
ン
と
同
様
、
福
岡
・

大
川
家
具
工
業
会
で
加
工
さ
れ
家
具
と
し
て
全

国
に
出
回
る
こ
と
を
目
指
し
、
適
切
な
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
文
責
：
整
備
課
課
長
補
佐　

田
中
優
一
〉

新
日
本
海
新
聞
社

新
日
本
海
新
聞
社

　　

  

「
海
潮
音
の
森
」で
協
働
植
樹

「
海
潮
音
の
森
」で
協
働
植
樹

福
岡・大
川
家
具
工
業
会
と
の

福
岡・大
川
家
具
工
業
会
と
の

　
　
　
　

協
働
植
樹

　
　
　
　

協
働
植
樹

新
任
の
ご
挨
拶

常
務
理
事

　

  

村
上　

哲
朗

嶋沢組合長のあいさつ

参加者全員（画像提供：㈱日本海新聞社）

植樹状況

参加者全員
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令
和
5
年
5
月
13
日
、
岩
美
郡
岩
美
町
の
大
谷
海
岸

で
第
67
回
鳥
取
県
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
3
0
0
人
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
海
ま
で

届
け
緑
の
力
』
で
、「
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
」
と
「
森
・

川
・
海
の
つ
な
が
り
」
を
伝
え
る
植
樹
祭
と
な
り
ま
し

た
。本

組
合
も
記
念
式
典
及
び
現
地
見
学
会
に
参
加
・
協

力
を
行
い
、主
催
し
た
県
か
ら
は
、「
準
備
だ
け
で
な
く
、

式
典
・
見
学
会
に
森
林
組
合
の
参
加
・
協
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
今
ま
で
に
な
く
新
し
い
形
で
の
植
樹
祭

と
な
り
、
大
変
良
か
っ
た
。」
と
、
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
本
組
合
の
栗
田
技
師
が
「
森
林
・
み

ど
り
の
想
い
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
組
合
の
栗
田
技

師
（
林
産
一
課　

新
人
職
員
（
7
ペ
ー
ジ
）
で
紹
介
）

は
岩
美
町
出
身
で
、
日
頃
か
ら
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
所

へ
出
か
け
、
施
業
を
提
案
す
る
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ

ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
も
の
で
す
。

栗
田
さ
ん
は
、「
森
の
土
壌
に
含
ま
れ
る
様
々
な
物

質
は
森
か
ら
の
豊
か
な
贈
り
物
で
あ
り
、
川
を
通
じ
て

海
に
運
ば
れ
魚
の
餌
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、『
森

は
海
の
恋
人
』
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。
式
典
終
了

後
『
海
を
育
て
る
森
づ
く
り
見
学
会
』
が
行
わ
れ
る
岩

美
町
相
山
で
は
、
花
粉
の
多
い
ス
ギ
を
伐
り
花
粉
の
少

な
い
ス
ギ
の
苗
木
を
植
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
山
は
海
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
蒲
生
川

栗田技師の発表

ハーベスタによる伐倒・造林作業を見学

収穫鋸入れ

平井知事のあいさつ長戸町長のあいさつ

岩
美
町
で
開
催
さ
れ
た
鳥
取
県
植
樹
祭
に
協
力

岩
美
町
で
開
催
さ
れ
た
鳥
取
県
植
樹
祭
に
協
力

を
通
じ
て
岩
美
の
海
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、自
然
豊
か
な
岩
美
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

進
学
を
き
っ
か
け
に
岩
美
町
を
離
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

か
ら
鳥
取
県
東
部
森
林
組
合
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
『
豊
か
な
森
づ
く
り
が
豊
か
な
海
づ
く
り
』
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
、
心
か
ら
願
い
な
が
ら
森
林
組
合

で
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
、
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
植
樹
に
は
地
元
岩
美
町
の
長
戸
町
長
、

嶋
沢
組
合
長
（
鳥
取
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
）
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、
鋸
で
丸
太
を
切
る
「
収
穫
鋸
入
れ
」

は
地
元
の
小
学
生
4
名
が
行
い
、
本
森
林
組
合
の
技
能

員
4
名
も
そ
の
介
添
え
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
岩
美
町
相
山
に
場
所
を
移
し
て
の
「
海
を

育
て
る
森
づ
く
り

見
学
会
」（
参
加
者

13
名
）
で
は
、
高

性
能
林
業
機
械
ハ

ー
ベ
ス
タ
に
よ
る

伐
倒
・
造
材
現
場

を
見
学
し
て
い
た

だ
い
た
の
ち
、
少

花
粉
ス
ギ
の
植
樹

を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〈
文
責
：
常
務
理
事

�

　

村
上
哲
朗
〉
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平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
「
１
・
17
の
つ
ど
い
」
が

神
戸
市
中
央
区
の
「
東
遊
園
地
」
で

毎
年
開
催
さ
れ
、
竹
灯
籠
や
紙
灯
籠

を
使
っ
て
「
１
・
17
」
の
文
字
と
毎

年
公
募
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
追
悼
の

文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま

す
。
震
災
発
生
か
ら
２
８
年
と
な
る

今
年
は「
１
９
９
５　

む
す
ぶ　

１
・

17
」
の
文
字
が
形
作
ら
れ
ま
し
た
。

本
組
合
で
は
、
２
年
前
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
の
影
響

で
、
文
字
を
か
た
ど
る
た
め
の
竹
灯
籠
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

新
聞
記
事
を
見
て
、「
１
・
17
の
つ
ど
い
」
に
協
力
す
る
た
め
、

組
合
で
行
っ
て
い
る
竹
林
整
備
で
伐
採
し
た
竹
を
竹
灯
籠
に
加
工

し
て
提
供
す
る
こ
と
を
実
行
委
員
会
に
申
し
出
て
、
今
回
で
３
回

目
の
提
供
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
12
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
岩
美
町
黒
谷
と
岩

美
町
延
興
寺
の
現
場
で
３
日
延
べ
12
人
の
技
能
員
が
伐
採
と
加
工

を
行
い
、
令
和
５
年
１
月
10
日
に
実
行
委
員
会
が
手
配
し
た
チ
ャ

ー
タ
ー
便
に
職
員
が
積
み
込
み
、
５
０
０
本
の
竹
灯
籠
の
発
送
を

行
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
行
事
へ
の
協
力
を
通

じ
、
震
災
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追

悼
の
思
い
や
「
き
ず
な
・
支
え
合
う
心
」「
や

さ
し
さ
・
思
い
や
り
」
の
大
切
さ
を
次
の
世

代
へ
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
竹
灯
籠
の
提
供

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
文
責
：
経
営
課
主
任　

濱
田
洋
輔
〉

令
和
５
年
５
月
25
日
、
鳥
取

市
瀬
田
蔵
地
内
の
荒
廃
農
地

に
、
昨
年
、
本
組
合
が
行
っ
た

セ
ン
ダ
ン
の
造
林
地
内
に
お
い

て
、
鳥
取
県
山
林
樹
苗
協
同
組

合
（
理
事
長　

藤
原
眞
澄
）
と

協
働
植
樹
（
補
植
）
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
植
樹
は
、
荒
廃
農
地
に
植
栽
し
た
セ
ン
ダ
ン
の
研

修
も
兼
ね
て
お
り
、
県
か
ら
も
八
頭
事
務
所
や
今
年
度
か
ら

耕
作
放
棄
地
へ
の
セ
ン
ダ
ン
等
の
植
栽
に
関
す
る
試
験
研
究

を
実
施
し
て
い
る
林
業
試
験
場
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
原
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
嶋
沢
組
合
長
か
ら
東
部

森
林
組
合
の
取
り
組
み
や
、
木
目
や
材
質
が
ケ
ヤ
キ
に
似
て

い
る
セ
ン
ダ
ン
が
家
具
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
後
、
参
加
者
20
名
で
セ
ン
ダ
ン
64
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。

そ
し
て
植
樹
終
了
後
に
は
、
周
辺
に
あ
る
令
和
２
年
度
及

び
３
年
度
の
セ
ン
ダ
ン
造
林
地
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
枝
下

ま
で
の
樹
高
を
実
測
（
３
・
２
ｍ
）
し
た
際
に
は
そ
の
成
長

の
早
さ
に
驚
き
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

本
組
合
と
し
て
は
、
今

後
も
家
具
材
と
し
て
の
セ

ン
ダ
ン
の
生
産
に
向
け
、

そ
の
苗
木
の
供
給
を
担
う

苗
木
生
産
者
と
の
連
携
・

協
力
を
引
き
続
き
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　
〈
文
責
：
常
務
理
事

　

村
上
哲
朗
〉

「
阪
神・淡
路
大
震
災
追
悼
の
つ
ど
い
」へ

竹
灯
籠
を
提
供

鳥
取
県
山
林
樹
苗
協
同
組
合
と

鳥
取
県
山
林
樹
苗
協
同
組
合
と

セ
ン
ダ
ン
を
植
栽

セ
ン
ダ
ン
を
植
栽

嶋沢組合長と藤原理事長

令和2年度のセンダン造林地

５００本の竹灯籠を提供

トラックに積み込む竹灯籠

組
合
で
は
、
こ
の
度
、
主
伐
や
間
伐
に
お
け
る
木
材
の

生
産
性
の
向
上
や
生
産
量
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
高
性
能

林
業
機
械
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
グ
ラ
ッ
プ
ル
付
ト
ラ
ッ
ク
を

導
入
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
計
画
的
な
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や
更
新

を
行
い
な
が
ら
、
主
伐
や
搬
出
間
伐
で
の
生
産
性
向
上
と

素
材
生
産
量
の
増
大
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

〈
文
責
：
経
営
課
主
任　

濱
田
洋
輔
〉

ハ
ー
ベ
ス
タ
と
は
、
立
木
の
伐
倒
や
枝

払
い
・
造
材
の
各
作
業
を
一
貫
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
装
置
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
装

着
し
た
林
業
機
械
で
、
素
材
生
産
に
お
い

て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
安
全
で
高

い
生
産
性
を
持
っ
た
機
械
で
す
。

11
年
前
に
導
入
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
８
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
更
新
し
、
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
た
22
ト
ン
ク
ラ
ス
の
グ
ラ
ッ

プ
ル
付
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
に
よ
り
、
一
度

に
積
載
・
運
搬
で
き
る
木
材
の
量
が
増
加

し
、
今
後
の
よ
り
一
層
の
素
材
生
産
量
の

増
大
に
向
け
て
、
安
全
で
安
定
し
た
木
材

運
搬
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
事
業
名
】

鳥
取
市
合
板
・
製
材
・
集
成
材
国
際
競
争
力
強
化
・

輸
出
促
進
対
策
事
業

•
事
業
費	

２
１
，5
0
0
千
円

•
補
助
金	

１
０
，７
５
0
千
円

【
事
業
名
】

鳥
取
市
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

•
事
業
費	

３
１
，2
0
0
千
円

•
補
助
金	

１
３
，０
３
８
千
円

高
性
能
林
業
機
械
ハ
ー
ベ
ス
タ
と

   

グ
ラ
ッ
プ
ル
付
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入

【
ハ
ー
ベ
ス
タ
】

【
グ
ラ
ッ
プ
ル
付
ト
ラ
ッ
ク
】
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令
和
５
年
５
月
17
日
（
東
部
地
区
）、

24
日
（
中
部
地
区
）
で
開
催
さ
れ
た
「
と

っ
と
り
林
業
就
職
相
談
会
」
に
、
本
組

合
か
ら
濱
田
主
任
と
澤
技
能
員
が
参
加

し
、来
場
者
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

「
と
っ
と
り
林
業
就
職
相
談
会
」
と

は
、
今
回
初
め
て
公
益
財
団
法
人
鳥
取

県
林
業
担
い
手
育
成
財
団
と
各
地
区
公

共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
と

の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
地
区
別

に
森
林
組
合
や
民
間
事
業
体
、
教
育
機
関
が
参
加
し
て
、
林
業
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
学
生
や
、
鳥
取
県
へ
移
住
を
考
え
て
い
る
社
会
人
を
対
象
に
、
林

業
の
仕
事
内
容
の
説
明
や
事
業
体
ご
と
に
個
別
で
就
職
相
談
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
事
業
体
別
の
就
職
相
談
の
ほ
か
に
、
実
際
に
現
場
で
働

く
従
業
員
に
来
場
者
が
仕
事
内
容
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
参
加
者
は
現
場
の
声
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
令
和
６
年
１
月
に
米
子
市

で
全
県
を
対
象
に
し
た
「
森
林
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
相

談
会
に
加
え
、
高
校
が
主
催
す
る
企
業

説
明
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
職
員

や
現
場
技
能
員
の
確
保
と
鳥
取
へ
の
移

住
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
文
責
：
経
営
課
主
任　

濱
田
洋
輔
〉

と
っ
と
り
林
業
就
職
相
談
会
に
参
加

新
人
職
員
・
技
能
員
の
紹
介

鳥取会場（ハローワーク鳥取）

倉吉会場（倉吉未来中心）

○
令
和
5
年
5
月
1
日
付　

採
用

　
　
　
　

総
務
課

　
　
　

西に
し
も
と本　

友と
も

美み

（
鳥
取
県
出
身
）

「
前
職
で
も
事
務
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
未
経
験
の

こ
と
も
多
く
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。
事
務
所
の
雰
囲

気
も
良
く
、
優
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
組
合
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」

　

事
務
職
員

○
令
和
5
年
４
月
1
日
付　

採
用

　
　
　

林
産
一
課

　

宮み
や

階が
い　

智と
も

大ひ
ろ

（
兵
庫
県
出
身
）

「
前
職
か
ら
林
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
度
、
ご
縁

が
あ
っ
て
入
社
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
先
輩
方
の
技
術
を
勉
強
し
て
１

日
で
も
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
！
」

　

現
場
技
能
員

○
令
和
４
年
12
月
1
日
付　

採
用

　
　
　

林
産
一
課

　

栗く
り
　
た田　

憲の
り

子こ

（
鳥
取
県
出
身
）

「
入
組
以
来
、
事
務
所
・
現
場
の
方
々
の
暖
か
い
ご
指
導

の
も
と
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
様
に

は
大
変
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
懸
命
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　

技
術
職
員

○
令
和
5
年
４
月
1
日
付　

採
用

　
　
　
　

林
産
二
課　

川か
わ

下し
も　

翼つ
ば
さ（

鳥
取
県
出
身
）

「
父
の
影
響
で
中
学
の
時
か
ら
林
業
に
興
味
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
高
校
の
林
業
課
・
に
ち
な
ん
林
業
ア
カ
デ
ミ

ー
で
林
業
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
班
の
方
々
か
ら
や
り

方
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
、
班
や

組
合
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。」

　

現
場
技
能
員

○
令
和
5
年
４
月
1
日
付　

採
用

　
　
　
　
　

整
備
課　

三み

村む
ら　

匠た
く
み（

鳥
取
県
出
身
）

「
今
年
か
ら
新
社
会
人
と
な
り
、
社
会
人
と
し
て
も
技
能

員
と
し
て
も
覚
え
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
早
く

班
の
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
全
力
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。」

　

現
場
技
能
員

○
令
和
５
年
1
月
10
日
付　

採
用

　
　
　

林
産
二
課

　

猪い
の

本も
と　

享
き
ょ
う
す
け佑（

鳥
取
県
出
身
）

「
前
職
は
接
客
業
を
し
て
お
り
林
業
は
未
経
験
で
す
が
、

毎
日
色
ん
な
発
見
も
多
く
あ
り
、
楽
し
ん
で
仕
事
が
で

き
て
お
り
ま
す
。
日
々
新
た
な
業
務
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
す
が
、
少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
業
務
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。」

　

技
術
職
員
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鳥取県東部森林組合組織図 令和５年６月１日現在

お
知
ら
せ

★
相
続
加
入
届
等
の

　
　
　 

提
出
に
つ
い
て

★
組
合
員
加
入
の

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

①�「
組
合
だ
よ
り
」「
組
合
カ
レ
ン

ダ
ー
」の
配
布
等
に
よ
り
森
林・林

業
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

搬
出
間
伐
等
の
施
業
を
組
合
に
委

託
し
行
う
場
合
、手
数
料
率
が
低

く
な
り
ま
す
。

　
（
18
％
→
12
％
）

③�

竹
林
整
備
事
業
や
松
く
い
虫
被
害

跡
地
整
備
事
業
、早
生
樹（
セ
ン
ダ

ン
な
ど
）植
栽
事
業
に
よ
る
植
栽

や
下
刈
な
ど
を
行
う
場
合
、組
合

か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
負
担
が
な

く
な
り
ま
す
。

④�

主
伐・再
造
林
事
業
で
、組
合
が
ス

ギ
・ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
伐
採
と

植
栽
、下
刈
の
各
作
業
を
一
括
し
て

委
託
を
受
け
た
場
合
、組
合
か
ら

1
㏊
あ
た
り
50
万
円
以
上
の
利
益

返
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

組
合
員
の
相
続
人
の
方
で

①�

引
き
続
き
組
合
員
に
な
ら
れ
る
方

は
相
続
加
入
届
出
を
相
続
開
始
後

2
年
以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

脱
退
を
さ
れ
る
方
は
脱
退
届
を
事

業
年
度
末（
1
月
31
日
）の
60
日
前

ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、総

代
会
終
了
後
に
脱
退
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

組
合
員
へ
の「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」を
開
催

本
組
合
の
技
能
員
が
講
師
と
な
り
、
令

和
５
年
３
月
23
日
に
組
合
員
の
方
5
名
に

対
し
、「
鳥
取
県
森
林
組
合
連
合
会
」
で

栗
田
亮
班
長
代
理
、
向
井
康
二
班
長
代
理

の
2
名
が
講
師
と
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

取
扱
い
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
は
、
消
防
隊
員

や
機
動
隊
員
の
方
々
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
方
も
、
山
で
間
伐
や
シ
イ
タ
ケ
原
木
と
な

る
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
を
伐
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
安
全
な
木
の
伐
り
方
を
学
び
た

い
。」
と
の
要
望
が
あ
り
、
こ
の
度
、
初
め
て
組
合
員
を
対
象
と
し

た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
方
々
に
は
、
普
段
使
用
し
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持

っ
て
き
て
も
ら
い
、
講
師
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
構
造
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

安
全
な
木
の
伐
り
方
等
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
皆
さ
ん
が
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
お
り
、「
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
が
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。」「
普
段
使
っ
た

ら
そ
の
ま
ま
で
掃
除
を
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
掃
除
の
仕
方
が
分
か
っ
て
良
か
っ

た
。」「
安
全
な
伐
り
方
が
学
べ
て
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
今
後
も
講
習
会
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
組
合
員
皆
様
の
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
聴
き
し
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。〈
文
責
：
経
営
課
長　

古
川
晶
朗
〉 目立て指導する向井班長代理

安全な伐倒方法を指導する栗田班長代理

参事　　　若林　哲夫

常務理事　　村上　哲朗

代表理事組合長　　嶋沢　和幸

組合員
総代会

役員会

職　員
技能員
　計

20 名
47 名
71 名

 3,020 名
 214 名
　　　　　　 理事　　16 名 [ 総務委員 7 名／事業委員 7 名 ]
　　　　　　 監事　　 ３名

課長　山本　文也

課員　３名

林産二課技能員
（３班１４名）

●
主
伐（
再
造
林
）・
作
業
道
に
関
す
る
こ
と

●
森
林
経
営
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
林
業
専
用
道
計
画
に
関
す
る
こ
と

林 産 二 課
課長　後藤　岳史

●
林
業
専
用
道
の
設
計
・
施
工
・
管
理
に
関
す
る
こ
と

●
造
林
事
業（
請
負
）の
設
計・施
工・管
理
に
関
す
る
こ
と

●
森
林
病
害
虫
及
び
巡
視
業
務
に
関
す
る
こ
と

路 網 課

（兼）課員　２名

総 務 課
課長　濵本 真奈美

（課員　２名）

総 務 課
課長　濵本 真奈美

課員　２名

●
資
産
管
理
に
関
す
る
こ
と

●
給
与
・
賞
与
・
社
会
保
険
等
に
関
す
る
こ
と

●
賃
金
・
精
算
金
・
社
会
保
険
等
に
関
す
る
こ
と

●
組
合
員
・
役
員
に
関
す
る
こ
と

経 営 課
課長　古川　晶朗

課員　２名

●
各
種
補
助
金
に
関
す
る
こ
と

●
森
林
経
営
計
画
に
関
す
る
こ
と（
総
括
）

●
安
全
衛
生
に
関
す
る
こ
と

●
各
種
視
察
・
研
修
に
関
す
る
こ
と

●
緑
の
雇
用
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
利
用
事
業（
個
人
）に
関
す
る
こ
と

林 産 一 課
課長　竹内　貴裕

課員　３名

林産一課技能員
（３班１３名）

●
森
林
経
営
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
林
業
専
用
道
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
林
業
機
械
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

整 備 課
（兼）課長　後藤  岳史

課員　４名

整備課技能員
（３班２０名）

●
造
林
・
作
業
道
に
関
す
る
こ
と(

搬
出
間
伐
除
く
）

●
森
林
経
営
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
再
造
林
に
関
す
る
こ
と

●
利
用
事
業（
公
共
）に
関
す
る
こ
と

●
獣
害
対
策
事
業
に
関
す
る
こ
と
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